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① 自己紹介

名前：志賀千紘

略歴
1999年　宮城県仙台市生まれ

2020年〜2025年3月　仙台市内の保育園にて勤務

2025年　10月〜現在　大郷町地域おこし協力隊着任

活動内容：農園管理、便利屋業、イベント運営サポート

2025年4月〜9月　便利屋すまいる、天神ファームでアルバイト



② 大郷町に移住した理由

2024年の冬に協力隊サポーターの伊藤健一郎さんと出会い、週末の仕

事の合間の時間で、農園の手伝いなどをしていた。

初めは趣味ぐらいでやっていたが、収穫などをして行く中で少しずつ

大郷町や農業に惹かれていった。保育士のキャリアも活かしながら子

どもたちが楽しめる収穫体験ができる場所を作りたいという思いが芽

生え、伊藤さんの紹介もあり、移住を決意。

2025年3月に保育園を退職し、4月から便利屋すまいると天神ファーム

でアルバイトをしながら、同年10月に仙台市から大郷町に移住する。



③ 活動振り返り



野菜作り

協力隊サポータの伊藤さんと共に管理している風福農園で一から野菜作り

の事を教わりながら植え付け・栽培管理・収穫などを行っている。

風福農園：大郷町の豊かな自然と調和

し、 栽培期間中は農薬･

化学肥料不使用で栽培しています。

野菜本来の味と香りを大切にした安心

の美味しさをお届け。



収穫した野菜は、主にイベント販売、大郷町給食センターや

道の駅おおさとなどに出荷している。

道の駅おおさと イベント販売大郷町給食センター



収穫体験も行っている

観光農園を目標に掲げている中で、町外の幼稚園から収穫体験に参加し

てくれた｡子どもたちと交流もしながら、掘り方伝えたり、掘れた時にみ

んなで喜びあったりもした｡



便利屋として
草刈りや植木の伐採など町内外からの依頼内容に合わせて様々な作業を

行う。

➡︎ ➡︎



イベント参加
主に野菜販売やすまいるわんだーらんどの出演イベントに同行し販売や運

営の補助｡

将監西小学校バザー 地域おこしフェス 栗原マルシェ 大郷秋祭り



地域交流
地区のビニールバレー大会や芋煮会に参加｡子どもたちとの食育活動の

一環で、大郷小学校で学校給食を一緒に食べたり講演会に参加｡また、

ゆめの郷こども園でお店屋さんごっこの延長で子どもたちと一緒に保

護者を対象に野菜販売もした｡

ビニールバレー大会 寺島建設芋煮会 給食交流会 大郷小学校講演会
ゆめの郷子ども園

野菜販売



活動する中で

二人が芸名がある中で名前が浸透していなかった時に、伊藤さんから

子どもたちからもウケが良く、覚えやすい名前を授かる。

その名はパンプ・P(パンピー)パンくん



旅人の食堂　山田シェフ 産直会会長秀行さん

協力隊通信のレギュラー枠で「快決！パンくん」

という枠で、町内の気になる事の取材をしに行き、

町内外の人たちに大郷町の魅力を広めている｡

快決！パンくん



④ 今後について

・観光農園をして、交流人口を増やしていく

・町外のイベントで野菜を販売し、大郷町のPR

［目標］

将来は観光農園の開業を目標としていますが、まだ分からないことも

多くあります。そのため、自ら調べ学び、地域の方々の意見を取り入

れながら経験を積んだり、農業体験ができるような場所を探しなが子

どもがたくさん来てくれる農園づくりに励んでいき、二つの目標の実

現に向けて挑戦を続けていきます。


